
「
理
念（
経
営
理
念
）」が
、我
が
社
の「
在
り
方
」「
存
在
意
義
」「
目
的
」で
有
り
、我

が
社
【
傍
楽
仲
間
達
】皆
の「
使
命
」を
表
し
た
心
臓
で
有
り
、「
永
遠
に
追
い
求
め
続

け
る
理
想
の
姿
」で
有
る
こ
と
は
経
営
計
画
書
に
記
載
の
通
り
。

こ
れ
に
て
、此
度
の「
書
」に
添
え
る
言
葉「
理
念
」を
終
え
て
も
構
わ
ぬ
の
だ
が
、そ

れ
で
は
、此
之「
書
」に
添
え
る
言
葉
に
て
知
識
を
得
る
も
愉
し
む
傍
楽
仲
間
達
諸
賢

は
、許
す
ま
い
、ゆ
え
に
今
少
し
、「
理
念
」の
は
な
し
を
し
よ
う
。

理
念
の「
理
」と
は
、最
古
の
漢
字
辞
典
で
有
る『
説
文
解
字
』に
依
れ
ば
、「
玉
を
治

む
る
な
り
」と
有
る
。で
は
、「
玉
」と
は
、何
か
？
「
玉
」と
は
、「
石
の
美
し
く
五
徳
有

る
者
な
り（
五
徳
＝
仁
・
義
・
智
・
勇
・
絜
↓
潔
）」と
、有
る
。
即
ち
、理
念
の「
理
」

と
は
五
徳
で
有
る
仁
・
義
・
智
・
勇
・
絜
を
治
め
る
こ
と
で
有
る
と
云
え
よ
う
。

さ
す
れ
ば
、聊
か
飛
躍
が
有
ろ
う
が
、社
長
が
、正
に
此
処「
書
」に
添
え
る
言
葉
に

て
傍
楽
仲
間
達
に
順
次
伝
え
て
き
た【
仁
・
信
・
義
・
勇
・
礼
】（
絜
↓
潔
を
信
と
礼
に

読
み
換
え
る
は
こ
れ
も
聊
か
意
訳
で
有
る
が
）を
傍
楽
仲
間
達
が
体
現
す
る
こ
と
は
、理

念
の
追
求
其
之
も
の
と
云
う
て
も
佳
か
ろ
う
。

尚
、「
智
」、は
、「
知
慧
」に
て
述
べ
た
通
り
、【
仁
・
信
・
義
・
勇
・
礼
】無
く
し
て
得

よ
う
、
或
い
は
発
揮
し
よ
う
と
す
れ
ば
必
ず
や「
策
士
策
に
溺
れ
る
」、小
知
、小
賢
し

さ
に
陥
ら
ぬ
よ
う【
仁
・
信
・
義
・
勇
・
礼
】の
体
現
を
ゆ
め
ゆ
め
怠
ら
ぬ
よ
う
。

続
い
て「
念
」
と
は
、
読
ん
で
字
の
如
く「
今
の
心
」で
佳
い
。
で
は
、「
今
」
と
は

何
か
？

「
今
」は
、「
今
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」な
ぞ
と
云
う
よ
う
な
刹
那
的
な
愉
楽
を
例
え
る

よ
う
な
言
葉
で
は
無
く
、来
し
方
行
く
末
、即
ち
過
去
と
未
来
を
繋
ぐ
唯
一
の
結
節
点

に
し
て
、
唯
一
己
が
己
の
力
で
変
え
ら
れ
る
も
の
。
或
い
は
、「
Yes
ter
day
is

h
is
tory,
tomorrow
is
a
my
s
te
ry,
b
u
t
to
day
is

a
g
i
f
t.
T
hat
is
w
hy
it
is
ca
l
le
d
t
he
p
resen
t
」、

即
ち「
今
」と
は
、謙
虚
と
感
謝
で
受
け
取
る
天
与
の
も
の
と
も
云
え
よ
う
。
而
し
て
、

「
念
」と
は
、今
を
全
身
全
霊
生
き
る
己
が
授
か
り
た
総
て
と
総
て
の
人
々
、物
事
への
謙

虚
と
感
謝
の
表
れ
で
有
る
と
云
え
よ
う
。

此
処
に
、「
理
念
」と
は
、【
仁
・
信
・
義
・
勇
・
礼
】を
己
の「
今
」で
体
現
し
続
け
る
と

云
う
社
長
の
哲
学
が
言
語
化
さ
れ
、私
達
傍
楽
仲
間
達
み
ん
な
の
目
的
、使
命
へ
と
昇
華

し
て
ゆ
く
の
だ
。

今
一つ
、
社
長
は
常
日
頃「（
経
営
）理
念
」
と
は「
社
長
の
盟
い
」だ
と
も
云
う
て
い

る
は
ず
、
即
ち「（
経
営
）理
念
」と
は
、
社
長
小
野
有「
理
」の
信「
念
」及
び
執「
念
」

で
有
り
、同
時
に
、【
社
長
が
世
の
為
人
の
為
に
想
う
最
も
美
し
い
会
社
の
姿
】だ
と
、

高
ら
か
に
謳
い
上
げ
て
み
せ
よ
う
ぞ
。

代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

　

小
野
有
理

我
が
社
の
最
も
美
し
い
姿


